
須恵町商工会は
創業者を

応援しています！

粕屋警察署

粕屋警察署だより

い
の
ち
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

点
検
し
て
い
ま
す
か
？

　
令
和
３
年
中
の
粕
屋
南
部
消
防

本
部
管
内
の
火
災
は
43
件
で
し
た
。

こ
の
う
ち
建
物
火
災
が
24
件
で
半

数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
建
物

火
災
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
住
宅

火
災
で
12
件
で
す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生

は
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
が
大

半
を
占
め
て
お
り
、
火
災
を
早
期

に
発
見
す
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
、維
持
管
理
が
重
要
で
す
。

　
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
新
し
い

も
の
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

奏
功
事
例

（
粕
屋
南
部
消
防
本
部
管
内
）

▼	

事
例
１

�
 

調
理
後
の
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
の
グ

リ
ル
か
ら
出
火
し
火
災
と
な
り

ま
し
た
。

�
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
音
で
火

災
に
気
づ
き
、
す
ぐ
に
濡
れ
た

布
巾
で
グ
リ
ル
の
通
気
口
を
塞

ぎ
消
火
し
た
た
め
、
ぼ
や
で
済

み
ま
し
た
。

▼	

事
例
２

�
 

留
守
中
の
ア
パ
ー
ト
の
１
室
か

ら
出
火
し
た
も
の
で
、
上
階
の

住
人
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

音
で
火
災
に
気
づ
き
1
1
9
番

通
報
し
ま
し
た
。
火
災
を
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
被

害
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
た
。
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須
恵
町
商
工
会

　
　
創
業
補
助
金
の
ご
案
内

　
須
恵
町
商
工
会
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
頑

張
る
創
業
者
を
応
援
す
る
た
め
の
補
助

金
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
ス●

エ●

永
く
継
続
で
き
る
事
業
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

▼	

補
助
内
容

�
 

創
業
時
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
上
限
30
万
円（
補
助
率

４
／
５
）

�
 

主
な
経
費
例
…
改
装
費・広
告
費・機

械
設
備・借
料
な
ど（
※
業
種
に
よ
り

補
助
金
の
上
乗
せ
有
り
）

▼	

対
象
者

♦ 

令
和
４
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に

開
業
す
る（
し
た
）個
人
ま
た
は
法
人

（
小
規
模
事
業
者
）

♦ 

事
業
所
店
舗
が
須
恵
町
に
あ
る
こ
と

♦ 

須
恵
町
が
発
行
す
る「
特
定
創
業
支

援
事
業
を
受
け
た
こ
と
の
証
明
書
」

を
も
つ
人

※�  
こ
の
証
明
書
は
須
恵
町
で
開
催
す
る

起
業
塾
へ
参
加
す
る
と
取
得
で
き
ま

す
。

	
 

起
業
塾
は
８
月
下
旬
～
９
月
上
旬
に

か
け
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細

は
広
報
す
え
７
月
号
で
ご
案
内
し
ま

す
。

▼	

申
請
書
の
受
付
期
間

�

６
月
１
日（
水
）～
10
月
31
日（
月
）

※ 

予
算
の
範
囲
を
上
回
っ
た
際
に
は
、締

め
切
り
を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
は

　
　
７
月
11
日
(月
)ま
で
に

　
　
　
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
！

　
労
働
保
険
は
、労
働
者
が
業
務
上
や

通
勤
途
中
に
災
害
を
被
っ
た
場
合
、あ

る
い
は
失
業
し
た
場
合
に
保
険
給
付
を

行
う
制
度
で
す
。

　
農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
は
、
６
月
１
日（
水
）～
７
月
11
日

（
月
）ま
で
に
労
働
保
険
の
申
告
・
納
付

手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、政
府
が
保
険
料・

拠
出
金
の
額
を
決
定
し
、さ
ら
に
追
徴

金
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

粕屋南部消防本部

須恵町商工会

商工会だより

みんなを

守る1
いちいちきゅう
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５
月
に
、
福
岡
県
内
各
地
で
不

動
産
会
社
や
保
険
会
社
の
社
員
を

か
た
っ
て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る

と
い
う
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
不
動
産
会
社
の
社
員
を
か
た
っ

て「
老
人
ホ
ー
ム
の
契
約
を
す
る
た

め
に
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い
」な
ど

と
電
話
が
あ
っ
た
後
、
保
険
会
社

の
社
員
を
か
た
る
別
の
男
か
ら
電

話
が
あ
り「
契
約
を
完
了
す
る
た
め

に
は
お
金
が
必
要
で
あ
る
」「
名
義

を
貸
し
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
」「
支
払
わ
な
い
と
あ
な
た
も

犯
罪
者
に
な
る
」な
ど
と
言
わ
れ
、

こ
れ
を
信
じ
た
被
害
者
が
指
示
さ

れ
た
と
お
り
現
金
を
宅
配
便
で
送

付
し
て
し
ま
う
と
い
う
詐
欺
で
す
。

	  

宅
配
便
で
は
現
金
を
送
れ

ま
せ
ん

	  「
名
義
貸
し
は
犯
罪
に
な

る
」「
誰
か
に
知
ら
れ
た
ら

逮
捕
さ
れ
る
」は
す
べ
て

詐
欺

	  

一
人
で
判
断
せ
ず
、
必
ず

誰
か
に
相
談

問�

粕
屋
警
察
署 

☎
９
３
９・０
１
１
０

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
・
適
切
な
維
持
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。
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須恵町消防団は、有事の際に地域住民の生命財産を守るため、

仕事や学業など本業を持ちながら、消防・防災活動を行なっています。

町民の皆さんに、消防団をより身近に感じられるよう、

消防団の活動や各分団の紹介などを掲載しています。

今回は旅石分団を紹介します。

　こんにちは！ 旅石分団では火災予
防のために毎月の水利点検や器具点
検をはじめ、夏祭りや祇園相撲など
の地域行事に参加しています。その
活動を通じて、地域で多くの仲間と
知り合うことができます。

　現在、消防団員は減少傾向にあります。地域に貢献した
い人、充実した生活を送りたい人、自分を変えたいなと思っ
ている人、消防団でその一歩を踏み出してみませんか。少
しでも興味があれば、旅石分団の活動を見学に来てください。

S
ue

 F
ire
 Brigade

旅石
分団

　現在、旅石分団では分団長以下13人の団員が、それぞ

れの仕事や家庭を持ちながら、旅石区・須恵町を火災や

災害から守るため、活動を続けています。

　災害時、あなたの力が必要です。あなたの熱き想い・

熱き心を待っています。

　須恵町消防団は団員を募集しています。家族そして地域のため
に活動してみませんか？まずはお気軽にお問い合わせください。

問 総務課 消防安全係　 ☎ 932-1152（ダイヤルイン）

団員募集

旅石分団イチオシ団員！

ひろと

分 団 長 青柳 貴裕
副分団長 印藤 康修
班　　長 藤木 武郎
団　　員 三角 拓哉　柴原 貴伸　下田 繕史

堀　 博行　多良 寿真　井上 大雅
三角 寛人　百田 憲斗　上野 龍之介
青木 翔流

旅石分団の仲間たち

知って
いますか？

Vol.11

けんと
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